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自然保護委員会活動報告 「里山を歩こう」 

 

１．場 所：奥多摩 武蔵五日市 小峰公園~金剛の滝~広徳寺  

２．日 時：３月２３日(土) 

３．参加者：１１名 ボランティアガイド : 坂爪章一  

やま++（中村）、みずなら山の会（関根・末吉・阿部）、相模アルパインクラブ（渡辺） 

地平線の会（磯部・北野）、川崎ハイキングクラブ（河合）、藤沢山の会（森・川越） 

４．コース・タイム 

ＪＲ武蔵五日市駅９：００集合、出発９：０５―９：３５小峰公園ビジターセンター９：４５ ―１０：２０小

峰山最高地点３３６ｍ１０：３０ ―１１：１５金剛の滝１１：３０―１１：４０金剛の滝・広徳寺分岐―展望

台―１２：００広徳寺（見学）１２：３０―１２：５５武蔵五日市駅（食堂で昼食）  

行動時間：３時間５０分（見学含む） 

５．山行経過： 

ガイドの坂爪氏の案内で、武蔵五日市駅から３０分で都立小峰公園に到着。ビジターセンターで、アンケート

を記入し花や野鳥の絵葉書を頂く。山林に作られた、自然豊かな里山公園から尾根を登り、最高地点小峰山３３

６ｍに到着頃に、パチパチ音を立ててあられが降り出す。ヒノキとスギの違いを渡辺会長が説明。金剛の滝、広

徳寺分岐から滝へ降りる途中、急でグラついた階段もあったが、脇には可憐な白いミヤマカタバミが咲いていた。 

 

     
 

最初は小さな滝で、右脇に狭い洞窟があり中をくぐると、落差１４ｍの金剛の滝が圧巻だった。滝の側にハナ

ネコノメソウが見られた。分岐に戻り、展望台に上がると市街地が広がる。 
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  広徳寺のかやぶきの山門をくぐると、敷地内は東京都指定の史跡で、時代劇のロケ地のような雰囲気の建物

で、大イチョウが２本並び１１月下旬は黄色のじゅうたんに染まるようだ。寺の奥に行くと、天然記念物のカ

ヤとタラヨウの大木を見学できた。タラヨウの緑の葉の裏には、願い事と名前が一枚一枚に書かれていた。そ

の後、里の風景を味わいながら、武蔵五日市駅へ戻る。天候が不安定で、大悲願寺の見学はカットしたため、

予定より早く着き、昼食は駅に近い食堂に入り、霰が舞う寒い日だったので温まれて良かった。 

 

   

   

 

◆参加者の感想 

☆藤沢山の会 森 

まもなく春の息吹の季節を迎える秋川渓谷の里山を、他会の方々とお話ししながらゆっくりと歩くことができ

ました。足元は落ち葉がいっぱい、見上げればさくらの蕾がいっぱい、３３６ｍの小峰山の頂上では小粒の雹⁉︎

に見舞われ、レインを着て下っていったら青空に！ もうすぐそこまで春が来ていることを肌で感じる、素敵な

ハイキングでした。広徳寺の大銀杏が黄金色に染まる時期に、ぜひまた訪れてみたいです！ 
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☆藤沢山の会 川越 

県連の「里山を歩こう」の参加は昨年の小野路に続き２回目です。ガイドの坂爪氏から名の知れた山とは又違

う里山の楽しみ方を学ばせて頂きました。武蔵五日市のコースも変化に富み、滝のせせらぎや里山の風景、歴史

を感じられる良いコースでした。寒い日を忘れる位、他の会の人とも交流しながら楽しく歩けました。今年は自

然保護委員以外の参加者が３名で寂しかったので、来年は増えるように自然保護委員として努力して行きたいで

す。 

     

☆川崎ハイキングクラブ 河合 

武蔵五日市駅に各会１1 名が集合。まずは小峰ビジターセンターから山道へ。途中アラレが降ってきた。小峰

最高地点過ぎ、金剛の滝へ。雌滝の横の狭いトンネルを抜けると雄滝が目の前。落差もあり前後の岩壁にハナネ

コノメソウの花！ 広徳寺の山門の向こうには秋の黄葉で有名になった銀杏２本。本堂の屋根はふき替え工事で

京都ナンバーのトラック 2台、職人さんが檜皮調整中。カヤとタラヨウの古木も貫禄あり。ホトケノザ咲く田園

風景から街中へ、青空になっていた。里山いいな！ 

 

☆みずなら山の会 関根 

３月２３日天気予報を信じて、でも雨確率午後から４０％ということで距離を少し縮めて昼過ぎには武蔵五日

市駅に戻り、坂爪ガイドさんお勧めの食堂でお昼を頂きましょうとなりました。 

小峰公園から金剛の滝（登山道途中から左へ急な階段道を下りきった所を少し行って、突き当りの洞穴を潜り

抜けると涼しげな滝が現れました）へと歩き展望台へ。ここからの眺めは里山の原風景という感じで畑や家並み

が可愛いく何とも良い感じです。 

山を下ったところで広徳寺へ。ここは秋の紅葉時にイチョウ（樹齢数百年という）の落ち葉が一面の黄色い絨

毯になりそれは見事だということです。お寺さんの屋根が杉板の張替え工事中でした。見事な茅葺屋根の古いお

寺で手入れの行き届いた趣がある素敵なところで、秋の紅葉に是非とも訪れたいと思いました。 

登山道も歩き易すく優しくてとても良かったです。 

 

☆みずなら山の会 末吉 

里山歩き、前回小野路散策が楽しかったので、今回の企画も楽しみにしていた。 

３月２３日、予報では降水確率高く、延期だろうと思っていたが、コースを短縮して実施となった。一時降っ

たが、歩くのに支障はなく、里山歩きが楽しめた。坂爪ガイド先頭に、武蔵五日市駅出発、小峰公園～金剛の滝

～広徳寺～地元の食堂でランチ～武蔵五日市駅というコース。駅から歩ける、変化に富んだコース。樹林帯の中、

相模アルパインクラブの渡辺さんから杉の葉と桧の葉の違い等、木の特性を教えてもらいながら歩く。広徳寺は、

イチョウの木や都指定天然記念物カヤとタラヨウの木もあり、圧巻だった。地元の食堂でのランチも満足。 

 

☆みずなら山の会 阿部 

「里山を歩こう」では大変お世話になりました。楽しいひとときでした。特に“金剛の滝”は住宅街を少し入

っただけのハイキングコースで、洞窟を潜った先に突如現れ驚きました。“広徳寺”も立派なお寺さんで、秋の

銀杏が色づく頃に是非訪れたいねと山の会の仲間とも話しました。帰りに寄った“音羽”さんの海鮮ラーメンも

絶品でしたね。今度機会があれば、別のメニューも食べてみたいです。何しろメニューがいっぱいで目移りして

しまったので…。他の会の方と触れ合えるのも楽しいですね。またこのような機会がありましたら参加させてい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いします。ありがとうございました。 
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気象講座（春山篇） ２０２４／２／２７ 

 

申込数４９名でしたがＺＯＯＭでのアクセスは４３名だったので、そのうち講師スタッフを差し引くと参加者

は実質４０名前後であったと想定されます。講座としては参加人数のたいへん多い人気講座となってきました。

講師は前回から引き続き気象予報士の野尻英一氏が担当してもらいました。 

ＺＯＯＭ（ウェブ）での開催で、９０分間で春山の気象のメカニズムから、春山での気象遭難の特徴など、登

山に役立つ視点から難しい気象の話を講義していただきました。 

アンケートでも気象講座については理解が難しいという声が多く、開催方法や開催回数などに今後も工夫が必

要となると思います。 

野尻氏より毎回ＺＯＯＭ開催だが、会場で対面にて開催するのも良いのでは？との提案がありました。今後の

検討事項になるかと思います。 

 

■受講参加者の感想 

【良かった点、満足した点】 大変満足２０％、満足７６．７％、どちらともいえない３．３％ 

・山岳気象の本に書かれてない具体例が多く紹介していただいた 

・内容やお話は良かったが、資料を見せて説明時に、講師の方の顔が出ていて、その画面で資料の上部が一部、

終始隠れていたのが気になった 

・遭難事例に対して当時の気象図等を活用しながら解説を聞けたところ 

・話はわかりやすかった。ただ、事前の資料と説明のスライドが全く違って、頭に入りにくかった。 

・気象遭難の事例を天気図、降水量、寒気の情報を具体的に示して解説したのが分かりやすかった。 

 

【理解しやすさについて】 とても理解しやすい１３．３％、理解しやすい６０％、どちらとも いえない１６．

７％、やや理解しづらい１０％ 

・説明は、わかりやすかったが、テンポが速すぎてついていけなかった。資料の数を少なくして、ゆっくり説明

してほしかった。 

・話が盛りだくさん過ぎて、聞くだけになってしまい、頭に残るところが少なかった。 

・気圧配置は加工しておられたので、自分でここまで読み取れるだろうか…と思いながら見てました。資料は分

かりやすかったです。(理解した気になっている様な気がします) 

・気象に関しては学ぶところが多く、何度聞いても新しい発見、学びがあり、良かったです。 

・具体的な遭難事例が多く、注意するべきポイントが判り易かった。 

 

【今後生かせそうな点や言葉】 

・お薦めのお天気予報サイト 

・天気の情報をしっかり調べてから山に入るために、気象情報サイトの利用の仕方。 

・過去の気象遭難について、聞いたことは記憶に残ると思います 

・実際、ＧＷ時期は自分の住まいは暖かいので装備等省こうとしがち。遭難事故例は見返す様にしていますが、

気象予報を見て心の準備と装備はあるか？を都度気を付けていかねばと思いました 

・弱層の雪の後に冬型天気で降った雪が 3月になると雪崩をおこしやすい話や予報で使えそうなサイトの紹介な

どが良かった。 

・急に暖かくなったあとの荒天は経験則で分かっていたが、その理由が分かった 

 

【今後の気象講座の開催形態について】引き続きＺＯＯＭ開催７０％ 会場にて開催１０％ 
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ＺＯＯＭと会場の併用１０％ 基本的にＺＯＯＭ開催で年に１回会場３．３％ 動画で配信を希臨み３．３％ 

気象の実技を希望３．３％ 

・会場への行き帰りの時間が省ける 

・家から参加できるから 

・野尻さんに直接お会いしてみたいです。 

・顔を合わせると、その後の会話などもでき、理解が深まるかもしれないと思いました。 

 

【今後企画してほしい講習について】 

・読図は毎年お願いしたいです｡   

・危険な動植物 

・初心者向けの登山マニュアル 

・マルチピッチクライミングルートの紹介・体験談、クラックの登り方講習など 

・セルフレスキュー、事故にあった時の正しい行動の仕方 

・「リーダー論とパーティ論」 

・事故防止関連の講習会 

・開催されたけれど参加出来なかった沢登りの講習、参加して大変有益だったビバーク講習やファーストエイド

講習は良い備えになると感じました。 

・雪崩講座 

・気象講習は続けてほしい 

・①質疑時間を長くしてほしい②できればアーカイブ視聴もできると会内でも展開しやすい（講師承認要だが） 

・アイスクライミング講習 

（アンケートについては回答量が多かったため、代表的な意見を抜粋して掲載しました） 

 

 

事務局長会議議事録 

日時 ３月１２日 

司会 岩田（事務局） 記録 岩田 （事務局） 

 

１．理事長から伝えたい内容（早川） 

○第３６期労山全国連盟総会報告 

●労山全国連盟は社団法人化に向けてまずは保有資

産の管理法人組織として「一般財団法人山岳基金」

を設立した。今後、県連として積極的に提言し、働

きかけて行きたい。 

●岩田新一常任理事が全国連盟理事に承認された 

 

２．事務局部 

＊県連総会について（岩田） 

○第３９期常任理事体制 会長渡辺 副会長関根 

理事長早川 副理事長久保 同岩田 

○議事について 一号議案・二号議案ともに承認。 

＊連盟ニュース（佐藤） 

表紙と寄稿文 

〇３月号配信済み 

〇４月の表紙写真・紀行文はメーグリ家（事務局長

福島富子さん） 

＊メール関係（山本・入木田） 

〇自然保護委員会メールはは自然保護委員会で管理

している 

〇第３９期県連総会で新理事が決まり、理事ＭＬを

整理する 

＊事故一報（山本） なし 

＊ヒヤリハット（  ） 

○「３/１０八ヶ岳での K さん雪崩遭遇、生還」 

○この担当は３９期から事務局部村石さんが担当 

会計（丸山） なし 

＊その他 なし 

 

３．専門部 

＊自然保護委員会（関根） 
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〇５/２６クリーンハイク 各会から積極的な参加

を呼び掛けてほしい。大倉・ヤビツ峠などでポスタ

ー掲出、置きビラで宣伝。 

○里山ハイク ３／２３ｏｒ３０ 武蔵五日市駅集

合 １３名の参加予定 

○４月より委員長は中村氏に交替 

＊教育部（  ） なし 

＊救助隊（早川） なし 

＊新日本スポーツ連盟（植田） 

〇２０２５年に向けての対県要求を次の日程で進め

ていきます。４月末までに各会及び専門部の要求を

取りまとめます。 

 

５月、常任理事会で要求書を作成し、新日本スポー

ツ連盟神奈川連盟に提出します。 

６月、新日本スポーツ連盟神奈川連盟から県へ提出

します。 

その後県の回答⇒再要求⇒対県交渉となります。 

つきましては、各会で県への要求事項をまとめ(用紙

は配信済み)、４月末までに返信して下さい。 

活動報告送り先：  ホームページの連盟員のページ

から 

 

○パークレンジャーは丹沢に何人いるのか→３人 

ボランティアで数名 

○県への要求は、遭難対策のための要求という形で

出すと実現しやすいかもしれない 

 

４．各会の報告 

表の順番で会員数、ヒヤリハット、トピックスなどを報告 

 

会名 出席者 会員数 トピックス 

1 川崎労山 遠藤 16 とくになし 

2 川崎ＨＣ 佐藤 96 とくになし 

3 柴笛クラブ    

4 AC横浜    

5 藤沢山の会 舘 104 3/9新人歓迎山行実施 

6 小田原ナーゲル    

7 相模 AC    

8 みずなら山の会 木津 

中島 

31  

9 さがみ山友会    

10 カモの会 多賀 46 ２名入会 

11 雪童山の会    

12 地平線の会    

13 やま＋＋ 中村 20 総会を開催 

14 山ブキの会    

15 メーグリ家    

16 M&C    

17 銀嶺会 谷内 5 ドライツーリング  

18 Grazie    

19 SAWA MAFIA 畑 11  

20稜風会    

      

５. その他／自由討論 ５分 

 

 

 

https://k-rouzan.net/%e9%80%a3%e7%9b%9f%e5%93%a1%e3%81%ae%e3%83%9a%e3%83%bc%e3%82%b8/
https://k-rouzan.net/%e9%80%a3%e7%9b%9f%e5%93%a1%e3%81%ae%e3%83%9a%e3%83%bc%e3%82%b8/
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クリーンハイク実行委員会 

開催日時：３月２５日（月）１９時～２０時 

出席者：渡辺（相模ＡＣ）、関根、和田（みずなら山の会）、磯部、伊藤、北野（地平線の会）、 

外山（ＡＣ横浜）、中村（やま＋＋・議事録） 

Zoom参加：川越、久保（藤沢山の会）、河合（川崎ハイク）、村石（Ｍ＆Ｃ） 

 

二瓶さんの新規参加に伴い、クリーンハイク実行

委員会として簡単に挨拶。 

添付の「クリーンハイクスケジュール一覧表」に

従い、協議した。 

１） クリーンハイクのビラについて 

（ア）磯部さんの方から、渉外担当としての業務内

容の説明があった。 

（イ）磯部さんが作成した資料（添付）により、ビ

ラの後援、協賛の説明あり。 

去年まで協賛してくれていた秦野の自然と環境守

る連絡会が解散になったとのこと。 

（ウ）ビラの最終版は４月頭完成予定。 

（エ）ビラの配布は以下の通り。 

登山用品店（北野）、轍（中村）、大倉バス停休憩

所（伊藤）、ヤビツ峠カフェ（関根） 

（オ）その他 

２）水質検査 

昨年と同様、自然保護委員会とアルパイン横浜、

小田原ナーゲルで分担予定。 

アルパイン横浜の担当場所は外山さんから昨年同

様（塔ノ岳他）で実施したいが問題ないか？との申

し出があり、是非お願いしたいということになった。

外山さんが会で再確認予定。 

３）５月２５日（土曜）の前泊について 

全部で８名分の宿泊予約確保。 前泊の予定者を

確認したところ、以下の通り。 

渡辺、関根、磯部、伊藤、北野、和田、中村の 7

名。 

４）清掃、登山道整備のコース決定 

＊各山の会で、コースとリーダーの決定を４月の実

行委員会で行うので、その前までに確認してほしい。 

＊登山道整備について、何人まで参加できるかを磯

部さんから早急に確認する。 

＊すでに確認できているところは川崎ハイク。 

B．大倉尾根（花立）、H.イタツミ尾根、N.登山道整

備 

５） 次回のクリーンハイク実行委員会開催予定 

４月２９日（月曜）１９時～２０時 

 

 

常任理事会議事録（Ｚｏｏｍ） 

日 時 ４月７日（日）２０：００～２１：００ 

出席者 早川、渡辺、久保、関根、岩田、縄、中村、  

 

第 39期総会について 

・議事録の字句修正あり 

植田 どういう総会だったか 

中村 教育部の取り組みが大切、参加しないと県連

を実感しない。カモの会の発言で象徴している。 

早川 Ｌ学はリーダーを育てる狙いがあったが、た

だたんにクライミング学校になってしまった。毎年

赤字だった。全国連盟からの１５万円消費。一部の

参加者だけに還元されている。県連の活動への理解

は加盟会会員間に増しているとは思う。総会で課題

はみえてきたか。 

岩田 事務局より、議案書をもっと早く出すべきだ

った、そういう要求はあった。書類の不備あったこ

とは反省点。 

植田 加盟会会員からの登山技術レベルの高い要

求にどうこたえるか。Ｌ学で若いクライマーの要求

に応えていた。予算は県連費をどう有効に使うか考

える必要あり。 

・総会のまとめを県連ニュース５月号に掲載する 

・総会議事録は、各会へ配信 
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全国連盟理事会 3/28報告（岩田） 初出席で不明点

が多い。議題と添付資料が膨大。 

別紙「第１回理事会の結果」を添付 

 

早川理事長より 

○議事録の字句修正 

 

教育部より 

○安全登山講習会の参加者を募集中、順調に集まっ

ている。 

 

救助隊より 

○特になし 

 

自然保護委員会より 

○新メンバーでスタートした。部独自の年間計画作

成し委員会内の役割分担した。 

○震災ボランティア１都２県（神奈川・埼玉）で対

応する方向。 

○宮城県連が丹沢クリーンハイク参加の意向、交流

会も行いたい。 

○「里山を歩こう」実施、一般参加少なかったが好

評、今後一般参加者を増やしたい。 

○クリーンハイク実行委員会は自然保護委員の他に

４名が参加。クリーンハイクのチラシをモンベルな

どの登山専門店舗や大倉のバス停などに置く。クリ

ーンハイクの隊編成はこれから行う。 

 

事務局部より 

○理事が確定した。理事が出せない会がナーゲル小

田原山の会、さがみ山友会の２つ。事務局からの問

い合わせに、ナーゲル小田原山の会はメンバーの高

齢化により適任者いないと回答、さがみ山友会は回

答なし。 

○事務局部は１０名の業務分担が終わり、業務を開

始。退任する方の分担業務も引継ぎを行いながら業

務を行っている。 

 

新スポ連より  

○総会６月１（日）代議員２名。渡辺とあと１人。

活動方針など提起される。その中の労山の箇所を植

田さん作成し県連常任理事会で提案。 

○対県交渉要求事項の作成に入る。各会からの提出

を期待。 

 

その他 

○反核マラソン、募集中 

○全国連盟より参加の要請 「登山と平和全国集会 

６月２９日・３０日 東京セントラルユースホステ

ル」 岩田が参加の意思表示。県連より実費拠出を

確認 

 

質疑応答 なし 
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活動報告送り先：  ホームページの連盟員のページから 

 

https://k-rouzan.net/%e9%80%a3%e7%9b%9f%e5%93%a1%e3%81%ae%e3%83%9a%e3%83%bc%e3%82%b8/
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3/11　沼津 静浦山地　鷲頭山
2+
2

R 3/27 奥秩父山塊南西部 兜岩
1+
1

Ｒ

3/13～14　伊豆城ケ崎
1+
2

R 3/27　北アルプス西穂高岳独標 2 Ｓ

3/14　丹沢　谷峨駅～中川橋
～大杉山～板小屋沢ノ頭～箒
沢公園橋

1 Ａ 3/30 丹沢　広沢寺 2 Ｒ

3/16　奥武蔵　河又 4 Ｒ 3/30 伊豆城山
2+
1

Ｒ

3/16　丹沢　愛川ふれあいの村
～高取山

1 Ａ 3/27～31 三重名張
1+
1

Ｒ

3/16　丹沢　弘法山 1 Ａ 3/31 八ヶ岳阿弥陀岳北稜 3 Ｓ

3/16　奈良　柏木 屛風嵓 1 Ｒ

3/16～17　伊豆城山 4 Ｒ

藤沢山の会　機関誌：｢稜線｣　 http://fu jisawa-yamanokai.com

　 　　　　　　　　　報告：大野淳子  計９３名（男：３３、女：６０ ）　　平均年齢6４歳

3/2 四阿山（BCスキー） 4 S 3/16 生藤山(しょうとうざん) 1 H 3/27残雪の木曽駒ケ岳 3 S

3/3 釜伏山 1 H 3/16 黒斑山 5 S
3/30高尾山: 裏高尾日影沢～
春の花々を探し観賞

14 H

3/3 岩殿山 4 H 3/16 南高尾山稜と高尾山 5 H 3/30大倉～塔ノ岳ピストン 9 H

3/3 小峰山・今熊山 7 H 3/17 谷川岳　西黒沢滑降 2 S 大倉～塔ノ岳ピストン 9 H

3/3 秋谷古道～大楠山 3 H 3/17 三ノ塔 5 H 3/30檜洞丸 4 H

3/3 渋沢丘陵頭高山、蘇我丘
陵浅間山、五所ノ宮

1 H 3/17 高柄山 3 H 3/30石砂山・石老山 1 H

3/3 幕山（岩トレ） 3 R 3/18 都留アルプス 6 H 3/30蛭が岳 1 H

3/4 イド沢↑～ ミニエルドラド‐
法行沢↓

3 A 3/20 丹沢の黄金卿エルドラド 4 A
3/30日和田山・物見山・北向地
蔵・ユガテ

2 H

3/7 檜岳 2 H 3/20 大山 8 H
3/31星穴岳（空中懸垂のバリ
ルート）

5 R

3/9 箱根関所跡～山中城址 3 H
3/21 玄倉から今日沢左岸尾
根で大杉山へ

4 A 3/31四阿屋山 1 H

3/9 弘法山・権現山 37 H
3/22 高尾山（日影沢）と多摩
自然科学園

5 H 3/31高柄山～鶴島御前山 4 H

3/10 大山・蓑毛道、日向薬師・
大日堂

1 H 3/22 鐘ヶ嶽 2 H
3/31ヤゲン沢～行者ケ岳東尾
根

1 R

3/10 大山 4 H 3/22 県連自然保護委員会 武蔵五日市 小峰公園~金剛の滝~広徳寺11 H
3/31大山・雷ノ峰尾根イタツミ
尾根

1 H

3/10 西吾野から子の権現・竹寺 2 H 3/23 武三山 2 H
3/07~3/08瑞牆山～金峰山（テ
ント泊雪山）

3 S

3/11 鬼石沢左岸尾根周辺 3 A 3/24 釜伏山 13 H 3/14~3/15広沢寺 4 R

3/13 百蔵山～コタラ山西尾根 6 A 3/24 鎌倉 2 H
3/16~3/17五竜遠見尾根（県連
雪崩救助、雪上歩行訓練）

17 S

3/15 三浦アルプス・大楠山 5 H
3/24 南沢大滝　アイスクライミ
ング

2 R 3/25~3/26弥彦山・角田山 3 H

3/16 三頭山 1 H 3/24 大山・女坂イタツミ尾根 1 H 3/26~4/06富士山麓一周 2 H

会名　みずなら山の会　 ホームページ  http://www.mizunarayama.com/

報告者　木津博子　　　　　　人数　31名（男 17名・女 14名） 平均年齢　 67歳

3/3丹沢東峰 3 トレーニング 3/14青梅・赤ぼっこ 3里山ハイク3/30鍋割山 2 バリ

3/9鐘が岳 1+1 ハイキング 3/16丹沢・不動尻 3 ハイ キング3/31お花見山行 12 H・R

3/9塔ノ岳 1 トレーニング 3/16八ヶ岳硫黄岳・横岳 1 雪山

3/10景信山 6 バリ 3/17丹沢　無名の頭 5+1 バリ

3/11玉原高原 1 雪ハイク 3/23五日市里山（県連） 3+αハイキング  
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アルパインクラブ横浜 http://acy. jpn .org/

報告：神谷　敬 計35名　(女13名,男22名)　　平均年齢：46歳

3/2-3 谷川岳 13 S 3/16 伊豆 城ケ崎 4 R 3/23 神楽ヶ峰 2 SKI

3/9 伊豆 城山 3 R 3/16-17 爺ヶ岳東尾根 1 S 3/23-25 木曽駒ケ岳 2 S

3/9 守門岳大岳 4 S 3/16-17 五竜岳遠見尾根 3 講 3/24 丹沢　勘七の沢 3 沢

3/9 八ヶ岳南沢大滝 2 氷 3/17 伊豆 城ケ崎 3 R 3/30 三つ峠 2 R

3/9-10 雲取山 2 S 3/17 巻機山 2 SKI 3/30 広沢寺 1 R

3/10 伊豆山稜線歩道 1 A 3/20 伊豆城山東壁 3 R 3/30 箱根外輪山 1 A

3/14 八ヶ岳赤岳東稜 2 R 3/20 兜岩 2 R 3/30 伊豆 城山 2 R

3/16 爺ヶ岳東尾根 1 S 3/23 三浦半島縦断 1 A 3/31 兜岩 3 R

3/16 八ヶ岳小同心クラック 3 R 3/23 丹沢藤嵐沢 3 沢 3/31 日白山 4 S

やま++   http://yamaplapla.sakura.ne . jp

　 　　　　　　　　　報告： 計20 名（男１1女9 ）　　平均年齢60.6歳(24/3/31現在）

３/２ 丹沢　モミソ沢懸垂岩 5 岩トレ 3/4-5 八ヶ岳中信　茶臼山縞枯山　 5 S ３/９ 丹沢戸沢の頭マイナー 3 A

３/１２　奥多摩　麻生山 2 H ３/１７ 大菩薩　滝子山 ２ H ３/１６－１７ 北ア　五竜遠見尾根 2 S

３/１８ 丹沢　檜洞丸 2 H 3/24 東北　男鹿岳 3 S 　 　

　 　 　 　　　　　 　 　 　 　 　

SAWA MAFIA
　報告：宮﨑玲充　　計10名（男9　女1）

2024/3/2-2024-3/2 奥多摩三木
戸の岩

1+1 R
2024/3/16-2024-3/16 湯河原幕
岩サイレントヴァリー、ウィングスロッ
ク、ハイランド

1+1 R
2024/3/24-2024-3/24 谷川岳 蓬
峠

1+2 SKI

2024/3/2-2024-3/2 妙高三田原
山

1+2 SKI
2024/3/16-2024-3/16 富士川ボ
ルダー

1+1 R
2024/3/27-2024-3/27 兜岩(大手
門エリア、甲府城エリア)

1+1 R

2024/3/3-2024-3/3 白弓スキー場
跡から御前岳前衛

+ SKI
2024/3/17-2024-3/17 人穴ボル
ダー

1+1
0

R
2024/3/27-2024-3/27 白州八間
岩

1+1 R

2024/3/3-2024-3/3 河又の岩 1+1 R
2024/3/17-2024-3/17 鷲頭山パ
ステルウォール、クレヨンウォール、
ペンシルウォール

1+1 R
2024/3/28-2024-3/28 兜岩(大手
門エリア、甲府城エリア)

1+1 R

2024/3/10-2024-3/10 白山瀬女
高原スキー場跡

+ SKI
2024/3/22-2024-3/22 瑞浪屏風
岩

1+1 R
2024/3/30-2024-3/30 天竜川支
流

2+1 沢

2024/3/16-2024-3/17 鹿島槍ヶ
岳北壁中央ルンゼ

1+1 SKI
2024/3/23-2024-3/23 奄美大島
の金久田川

1+2 沢
2024/3/30-2024-3/31 青葉の岩
場

1+4 R
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全国・県連スケジュール 

 

日 曜 ４月 日 曜 ５月 日 曜 ６月 

1 月 April fool 1 水   1 土   

2 火   2 木  2 日 常任理事会 

3 水   3 金   3 月 クリーンハイク実行委員会 

4 木   4 土   4 火 気象（机上） 

5 金   5 日  5 水   

6 土   6 月  6 木  

7 日 常任理事会／救助隊総会 7 火   7 金   

8 月   8 水   8 土   

9 火   9 木 救助隊運営会  9 日   

10 水   10 金   10 月   

11 木 救助隊運営会  11 土 東日本大震災支援ボランティア 11 火   

12 金   12 日 
常任理事会 

東日本大震災支援ボランティア 
12 水   

13 土   13 月 自然保護委員会 13 木 救助隊運営会  

14 日   14 火  14 金   

15 月   15 水   15 土   

16 火   16 木 教育部会 16 日   

17 水   17 金   17 月   

18 木 教育部会 18 土   18 火   

19 金   19 日 安全登山（実技） 19 水   

20 土   20 月 クリーンハイク実行委員会 20 木 教育部会 

21 日   21 火  事務局長会議 21 金   

22 月   22 水   22 土   

23 火 安全登山（机上） 22 木   23 日   

24 水   24 金   24 月 自然保護委員会 

25 木  25 土 水質調査・前夜祭 25 火  

26 金   26 日 クリーンハイク 26 水  

27 土   27 月  27 木   

28 日   28 火  28 金   

29 月 クリーンハイク実行委員会 29 水   29 土   

30 火   30 木   30 日 ＦＡ講習（実技） 

    31 水      

    平和と登山全国集会 

 

 


